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震災前の取り組みが全て 

 

今川悟・宮城県気仙沼市議会議員  

2017 年 8 月７日 
 

 日本記者クラブ記者研修会で、今川悟・宮城県気仙沼市議に東日本大震災の被災や

復興の状況、震災への事前の備えの大切さなどについて聞いた。同市は震災で、関連

死を含めて 1350 人を超す死者・行方不明者を出すなど、甚大な被害を受けた。震災

後は多くの防潮堤の建設が計画され、その是非をめぐる議論にもさらされた。地元新

聞社の記者から、震災後、市議に転じた今川氏は、最も大切なことは「震災前の取り

組み」だと語った。 

南海トラフ沖で巨大地震が起これば国内最大の津波が襲うと予測されている高知

県黒潮町と日頃から交流があり、当日は大西勝也町長と防災交流について対談する予

定だったが、台風 5号が同町付近に接近し、大西氏が上京を取り止めたため、今川氏

単独の会見になった。 

 

司会：上田俊英 日本記者クラブ企画委員（朝日新聞） 
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司会＝上田俊英・企画委員（朝日新聞編集

委員） 宮城県の気仙沼市と、標題では「気

仙沼市と高知県黒潮町の防災交流」ということ

で、交流を通じての防災話をうかがう予定でし

たが、ご存じのとおり、台風が今朝、黒潮町の

真上にいまして、大西町長がおみえになれなく

なりました。 

自己紹介をします。朝日新聞の編集委員の上

田といいます。原発の事故と自然災害を担当し

てきました。もんじゅの事故、ＪＣＯ事故、阪

神大震災。編集委員になってからは、昨年まで

福島に 2年住んでいました。ということで、原

発事故など防災に関心があります。 

きょうの台風も、日本というのは本当に世界

に冠たる自然災害大国で、いつ、どこで、何が

あるかわからないということを示す例でもあ

るのかなと、きょう大西さんが来られなかった

ことで、考えています。 

きょうは今川さんに中心になってお話しい

ただきますが、こういう世界に冠たる自然災害

大国という土地で我々の祖先はずっと命をつ

ないで、地域を守り、社会を守り、文化を守っ

て現在に至っているわけです。ということは、

防災というのもきちんと検証すれば、きちんと

した歴史があるというふうに考えています。そ

ういったことをお話ししていただければと思

います。 

ということで、きょう来ていただいたのは宮

城県気仙沼市の市議会議員の今川さんです。よ

ろしくお願いいたします。 

 

今川悟・宮城県気仙沼市議会議員 今回、

お呼びいただきまして、本当にありがとうござ

います。東京に来て、今の震災の状況を話すと

いう機会は少ないので、この機会にぜひ皆さん

にお伝えしたいことをまとめてきました。 

私はもともと気仙沼市と南三陸町で 2 万部

を発行している三陸新報という小さな新聞社

の記者をやっていました。震災から 3年過ぎる

まで 15 年間記者をしていまして、今から 3 年

前に市議会議員に転身しております。 

その辺の理由なども後でお話ししたいと思

いますけれども、記者研修という機会ですので、

今回マニアックな話を用意してきました。皆さ

んがふだん新聞報道ではわからないような、被

災地ならではの話を今回用意してきましたの

で、１つ１つを詳しくお話しする時間はありま

せんが、ぜひ興味がありましたら、私のホーム

ページ（http://imakawa.net/）にいろいろ情

報を載せてありますので、興味のワードで検索

していただきたいと思います。 

 

「私のところは大丈夫」で多くの死者 

 

私、津波のときは気仙沼魚市場の屋上で津波

の写真を撮っていました。気仙沼出身ですので、

生まれ育ったふるさとが津波にのまれていく

光景をずうっと見ながら写真を撮っていたの

ですが、ファインダー越しに涙が流れてきたり、

周りで絶叫する人がいたり、本当にこれで終わ

ったなと……。完全に終わったというところか

ら 7年かけてどこまで復興してきたか。実は 7

年かけて、今、ようやくゴールが見えてきまし

た。ゴールまでには、まだあと数年かかるとこ

ろです。 

気仙沼市には 3,500 の応急仮設住宅がつく

られました。けれども、今、1割くらいまで入

居率は下がってきました。高台移転とか、災害

公営住宅へ入居する方々が転居していったわ

けで、この 1割の方々はどうしているかという

ことも、後でお話ししたいと思います。 

気仙沼市へ行かれたことのない方も多いと

思いますが、岩手県と宮城県のちょうど境目に

あり、よく岩手県気仙沼市と間違われたりしま

す。リアス式海岸です。入り組んだ入り江にな

っていて、場所によっては 30ｍくらいの津波

が来たところもある。4ｍ、5ｍの津波で済んだ

場所もありました。 

浸水域は約 18 ㌔平方メートル。実は、これ

は気仙沼市の全体の面積でいうと、たった 6％

です。そのたった 6％の平地に、被災世帯 9,500

世帯、これは全世帯の 3分の 1になります。被

災事業所 3,672 事業所、これは全体の 8割に上

ります。たった 6％の場所に 3分の 1の家屋と

http://imakawa.net/


3 
 

8 割の事業所が集中していた。これは戦後ずっ

と発展してきて、海辺を埋め立てた場所にどん

どん市街地をつくりまして、下水道を整備した

りしているうちに、人がどんどん海辺に移って

いった。そういうときに起きた災害でした。 

気仙沼市は、宮城県内では唯一、仙台商圏と

いうところから外れています。宮城県はほとん

ど仙台に向かって一極集中だったのですけれ

ども、気仙沼市は仙台まで車で 2時間半ぐらい

かかります。そのために唯一、仙台商圏から外

れて、独自の気仙沼市商圏を築いている、宮城

県ではかなり特殊な町でもあります。 

「想定が人的被害を拡大させた」と言われま

すけれども、実は、気仙沼市は度重なって津波

がたくさん来ていまして、震災前から、津波対

策にずいぶん力を入れていました。 

私も記者になって防災担当として連載を書

くために、岩手県の田老町やいろんなところに

行ったのですけれども、もともと我々が想定し

ていた浸水域は海辺の近くでした。ところが、

今回の津波は、我々が予想していた浸水域の倍

の面積が浸水してしまいました。 

しかも、予想していた場所の方々は早く逃げ

ています。あれだけの揺れがあって、大津波警

報も出ているような中ですので早く逃げたの

です。ところが、亡くなった方々が多いのは、

この浸水の想定から外れた場所の、いわゆる

「私のところは大丈夫」というところは、たく

さんの方々が亡くなっています。 

これもおさらいみたいな話で申しわけあり

ませんが、想定を上回る津波が来たので、我々

は「もう想定など信じられない。想定のあるま

ちづくりはやめましょう」と言ったのですが、

残念ながら、復興には想定がないとまちづくり

はできないということがわかりました。 

2 段階の防災を想定した「レベル」がありま

す。レベル 1（Ｌ１）津波というのは、数十年

から百数十年の周期の津波のことです。これは

防潮堤をつくってしっかり守りましょうとい

うもの。 

レベル 2（Ｌ２）津波というのは、今回の東

日本大震災。数百年周期、千年周期の津波でし

て、もはやハードでは守れないからソフトで生

命を防護しましょう、逃げましょうというもの

です。私は、そのようなまちづくりをしようと

しています。 

どういうことをするか。レベル 2津波が来る

ところには人は住まない。 

災害危険区域というのは、皆さん、ご存じで

すか。非常に何重にも防災対策をしています。

まず防潮堤をつくります。これはレベル 1対応

です。気仙沼市の場合、レベル 1対応というと、

5ｍから 15ｍ位の堤防になります。そこの住民

は高台移転をしました。山を削って、そこに集

団移転をしました。 

さらに、それだけでは足りないので、市街地

のかさ上げをしました。気仙沼市の場合、5ｍ

近くのかさ上げをしております。さらに沿岸か

ら高台に逃げる避難道を整備して、津波でもう

一度浸水する可能性のあるところは災害危険

区域と指定します。これだけの対策をやってい

るわけです。気仙沼市だけで、復興予算は 1

兆円くらいかかるということが最初から想定

されていました。 

 

避難長期化が帰還を妨げる 

 

さっき、ゴールが見えてきたと言いましたけ

れども、ようやく住宅再建の見通しが固まって

きました。これはぜひ、きょう黒潮町の大西町

長にもお話ししたかったのですが、8,000 世帯

の方々の住宅再建が必要だということになり

ました。 

被災世帯の住宅再建の見通しをお話ししま

す。家を建てたりマンションを買ったりした

「建設・購入」が 3,600 世帯。アパートや災害

公営住宅に入ったりした「賃貸」が 2,900 世帯。

それから、家を直してもう一度住むという方が

約 1,000 世帯でした。そして「世帯消滅」が約

300 世帯ありました。これは震災後に一人暮ら

しの方が亡くなられたり、世帯そのものがなく

なってしまったという場合です。 

ここで注目したいのは 8,000 世帯のうち

1,000 世帯が気仙沼市外での再建を選択しま
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したことです。 

そして、もう１つ注目してほしいのは「建

設・購入」の世帯のうち、土地区画整理区域内

の 200 世帯が、いわゆる市街地を盛り土して、

もう一度そこに住んでもらいましょうという

点です。 

実は気仙沼市の 3 地区で土地区画整理事業

をやっているのですが、3 地区を合わせて

1,000 世帯以上の方々が、このかさ上げした場

所に戻ってくるという想定でかさ上げをして

きました。まだ全部完成していません。ようや

く一部完成して、何軒か家が建ってきていると

いう状況ですけれども、実際に戻ってくるのは、

今のところ 200 世帯ということが、最近のアン

ケートでわかってきました。 

さっき言ったとおり、仮設住宅の入居率は 1

割まで減ってきて、もう 9割方、住宅再建が進

んでいる中で、気仙沼市においでになるとわか

りますけれども、市街地に全然建物がありませ

ん。それは、この想定を見誤ってしまったとい

うことなのです。帰ってくるはずだった人が帰

ってこなくなっている。それは、やはり 7年か

かってもまだ宅地が完成して引き渡せないと

いうことに我慢できなくなって災害公営住宅

に切りかえたり、別の高台を探したりというよ

うにしています。 

7 年間の仮設暮らしは、言うのは簡単なんで

すが、本当につらいものだと思います。私も家

は無事だったのですが、母親は津波で流されて

行方不明のままです。家をなくして、家族もな

くして、思い出の風景もなくすという中で、7

年間、ただ仮設住宅の中で暮らすということの

つらさは、ぜひ気仙沼市に来て聞いてほしいと

思います。 

参考データとして申しあげますが、実は「賃

貸」という部分で非常に多くなってしまったの

は、義援金の配分にあります。奥尻島の津波な

どでも1世帯当たり1,000万円近い義援金が配

分されたのですけれども、気仙沼市では、家を

新しく建てる人でも配られたのは 170 万円く

らいの義援金でした。 

この間の広島豪雨の場合は、1,010 万円だそ

うです。やはり広域災害になると、たくさんの

義援金をいただいたのですが、被災された方が

多い分、割れば割るほど少なくなるという状況

です。このほか生活再建支援金などで 200 万円

をもらえたりもするのですが、なかなか住宅再

建を選べなかったという現状もあります。 

もう１点、これからがちょっと深掘りしたい

話です。私は記者時代から、この防潮堤問題に

ずっと取り組んでおりまして、7年間で防潮堤

の説明会だけでも、100 回以上行っているので

はないかと思います。市内全地区の防潮堤の説

明会にはほぼ全部顔を出しています。1カ所で

10 回くらいやったりするところもあるのです

けれども、相当足を運んで取り組んできました。 

 

防潮堤問題、住民に賛否両論 

 

気仙沼市の大谷地区に「ＴＰ9.8ｍ」という

防潮堤があります。ＴＰというのは海面から、

海抜 9.8ｍという高さの防潮堤になります。相

当高いです。 

砂浜と岩礁があったところに砂浜を埋めて、

岩礁を削って、コンクリートの防潮堤をつくっ

たところもあります。別なところです 14.7 メ

ートルの防潮堤もあります。こうなってくると、

コンクリートの壁は難しいので、土で盛って表

面をコンクリート張りにするという方法をと

ります。 

安倍昭恵夫人がおいでになった小泉地区と

いうところです。防潮堤問題では一番賛否が割

れて、市外の方々も相当おいでになった場所で

す。今では工事がどんどん進んで、間もなく

14.7ｍの高さまでの盛り土が終わるというと

ころです。 

もう 1箇所紹介します。ＪＲ気仙沼線の線路

があったところですが、残念ながら、震災によ

ってＢＲＴというバス専用路になることが決

まりました。線路としてはもう使わないという

ところで、海抜 10ｍくらいあるんですけれど

も、この前に 9.8ｍの防潮堤をつくるとなった

のですが、ちょっといろいろ不条理なことも起

きているような…。ここはまだいろいろありま
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して、目の前につくる防潮堤をやめてＪＲ用地

を借りて、そこを防潮堤にしようと最近になっ

て変わったところです。7年間、ずっと闘って

闘って、無駄な事業をやめましょうと。せっか

く後ろに盛り土があるのだから、これを使いま

しょうというようなことが 7 年かけてやっと

決まったところでもあります。 

海岸防潮堤ばかりがクローズアップされま

すが、実は、河川堤防というのもあります。海

につながる川に海と同じ高さで、ずっと後ろま

で防潮堤を引っ張ってくるという計画があり

ます。 

例えば、気仙沼市街地を流れる神山川。確か

に津波は越えたのですが、東日本大震災の津波

でもサクラは枯れませんでした。堤防も決壊し

ませんでした。津波はここを 50cm くらい乗り

越えたと思います。 

ここの土手のサクラを全部切るという計画

がまず発表されました。そして、サクラを切っ

たうえに、土手を 3面コンクリート張りにする。

足りない高さは、わずか40 cmか50 cmでした。

ここの堤防は海抜 3.7ｍが必要な高さですけ

れども測ってみたら 3.2ｍだったのです。 

何で 3.2ｍかというと、もともとはもうちょ

っとあったのですが、東日本大震災で 60cm く

らい地盤沈下しました。いま測ったら 3.2ｍな

ので足りませんねということで、わずかその

30～40cm をかさ上げするために、ここのサク

ラを全部切るということで、私が主導して反対

運動をしました。署名活動をして 5,000 人くら

いの署名を集めて、宮城県の事業なので署名簿

を提出しました。そして、ついこの間の説明会

で、60本のうち 17 本だけは残せるということ

で合意しました。最後まで全部残せという話も

あったのですが、やはり地元の人たちは、また

洪水、津波が来るという心配がある。地元じゃ

ない人たちは、市民の憩いの場なんだから残せ

という。本当に何回も説明会を重ねて 7年たっ

て、ようやく 17 本を残すということで合意し

ました。 

憩いの場が海辺、川辺というのですか、水辺

の憩いの場が失われている中で、こういうもの

を市民はものすごく大事にするんですね。でも

残念ながら、防災と環境の両立というところで

ずっと悩まされてきています。 

地方から来る記者の方々を案内しますが、皆

さんは、住民が反対しているのに、行政が無理

に防潮堤をつくっているというイメージで来

るんですね。残念ながら違いまして、住民の中

で賛否両論分かれていて、その中で、最後に賛

成派が押し切って合意しているというような

状況にあります。100％の合意はないです。行

政からすると、1人でも防潮堤をつくってほし

いという人がいたら、つくらないわけにいかな

いのです。つまり、100 人のうち 99 人が反対

しても、この後ろの家の人が 1軒でもつくって

ほしいと言えば、つくらなくければいけない。 

逆に、ここにつくらないと決めるときは

100％反対しなくてはいけません。100 人が 100

人、全員が合意して初めて、県はここにつくら

ないという判断ができます。それもほとんど無

理でした。 

そういうこともありまして、ほとんどのとこ

ろでは防潮堤は計画どおり進むのですが、気仙

沼市は防潮堤問題で、すごく有名になっている

感じがします。 

これ（下表）はつい最近、会計検査院がまと

めた資料から、防潮堤事業費が高い上位 10 市

町村を取りあげてみました。1位は気仙沼市で

す。被災地全体で 1.3 兆円の防潮堤予算を使う

のですが、そのうち 2,000 億円は気仙沼市に集

中しています。 

ちなみに、国の直轄事業は入っていません。
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河川堤防も入っていません。それだけで、この

くらいの事業費になっています。完成率 13％

です。実はまだ合意をしていないところが何カ

所かあります。 

先ほどレベル 1 の津波対応の防潮堤をつく

るけれども、災害危険区域を設定して、レベル

2 津波でまた浸水する想定の場所には人は住

めません、というようなお話をしました。 

海側にあるコンクリートのレベル 1 の防潮

堤をレベル 2 津波はどんどん越えてくるので

す。実際、越えてくるのは高さで言えば 50 ㎝

とか 1ｍです。それがずうっと押し波できます

ので、だんだん水がたまっていく。これが仙台

平野のように、奥にずうっと平地があった場合

は、そのまま水は薄く広がっていくのですけれ

ども、リアス式海岸の場合は、すぐ後ろに山が

あるんです。山があるところに、前に防潮堤を

つくってしまうと、後ろはプールになってしま

います。そのプールがだんだんたまっていって

満杯になってしまう。結果的には、レベル 1

の防潮堤はつくっても、後ろはレベル 2の津波

で満杯になる場所だから住んでいけません、と

いう場所にあります。 

これがよく批判の原因になります。せっかく

レベル 1防潮堤をつくっているのに、何で後ろ

に住まないのだと。国は、後ろに住んではだめ

とは言いません。むしろ住んでほしい、そうい

うまちづくりをしなさいと言います。ただ市と

しては条例で災害危険区域を決めて、1000 年

に 1回の津波でも、寝ていても大丈夫なまちづ

くりというのを目指しております。 

さらに、津波というのは一定の水位で来ませ

ん。東日本大震災の場合ですが、大体 7つの波

に分かれて来ました。第一波が来て、引き波が

あって、また押し波があってと、7回繰り返し

たといわれています。 

最大 11ｍの高さの津波がくるのですが、11

ｍの津波が来る瞬間というのは、わずかなので

す。ずっと 11ｍの津波が来るわけではなくて、

11ｍの津波の来る時間はわずかだけれども、そ

の最大値をみて災害危険区域やレベル 1 防潮

堤の高さを決めるのです。さらに、それに余裕

高を 1ｍ持っていくという考え方があります。 

災害危険区域というのは 1 ㎝でも浸水する

場所は災害危険区域に指定されます。1000 年

に 1回の津波で 2㎝とか 5㎝浸水する。。それ

もだめ、人が住むのはだめですよ、というのが

災害危険区域なのです。ここには住宅を建てら

れないということで、皆さんは高台に移転しま

した。例えば、気仙沼市の尾崎地区がそうで、

この跡は公園にする予定です。 

気仙沼市だけではなく、いろんな市町村が災

害危険区域をつくっています。ただ、多賀城市

のように、移転する場所がないから災害危険区

域をつくらないとか、2ｍ以上浸水するところ

は災害危険区域で、2ｍ以下のところは災害危

険区域にしないという市町村もあって、これも

全部市町村の条例によって決まっていますの

で、災害危険区域の決め方もばらばらです。 

 

最悪の津波、想定はこれから 

 

気仙沼湾の津波想定をわかりやすく図にし

てみました。 

一番左にあるチリ地震津波 3.7ｍに対応す

るけれども、これに対応する防潮堤は、気仙沼

市でもつくっていました。ただし、明治三陸津

波は、これがレベル 1津波になるのですけれど

も、6.2ｍくらいの津波が来てしまうんだとい

うことがシミュレーションでわかりました。だ

から、右側にあるレベル 1防潮堤というところ

にありますけれども、7.2ｍの防潮堤を築くこ

とになったんです。6.2ｍに余裕高の 1ｍをつ

けて 7.2ｍというのが宮城県の防潮堤の考え



7 
 

方です。人のイラストも入れてみましたが、点

線になっているのが震災前の防潮堤です。それ

に新しくつくったのが 7.2ｍの大きな防潮堤

になります。 

でも、この東日本大震災というのは、実際は

17.3ｍの高さで来てしまったのです。これが結

局、レベル 1防潮堤の 7.2 を越えてい来ますよ

ねということで、この東日本大震災 17.3ｍを

もとに災害危険区域を設定しています。 

ただ、このことはあまり知られていないので

すけれども、政府の地震調査研究推進本部とい

うのがありまして、ここで地震の長期評価を出

しています。震災後に出した数字ですけれども、

東日本大震災と同じ津波というのはどのくら

いの確率で今後来るのか。100 年以内はほぼ

0％、300 年以内でも 0.2％程度ということを政

府は公式で発表しているのです。 

でも、よく言われるのは、この防潮堤のコン

クリートは何年もつのですかという話です。ま

さしくそういうことをこれからどんどん突き

詰めていかなければいけないのですが、ただし、

明治三陸津波だけは 100％守るのだと。でも、

これも50年以内に10％程度というのが今の政

府の出している確率です。 

ただ、さっき言ったとおり、想定というのは

信じられませんので、この想定はうのみにしな

いと言いながらも、もう一つ、未公表と書いて

いるレベル 2があります。 

きょう、黒潮町の町長さんがいたら、この辺

の議論をしてみたかったのですが、鎌倉とか黒

潮町とか、いろんなところで今、日本中で出し

ている最悪の想定は、この 18.4ｍの考え方に

基づいています。地震が起きたら地盤は沈下し

ます。レベル 1防潮堤は、1㎝でも津波が越え

たら壊れたことにしてください、0にしてくだ

さい、さらに潮位は満潮位でやってください、

ということで、東日本大震災のときは 17.3ｍ

だったのが、同じシミュレーションを満潮だと

18.4ｍの高さが来るんですけれども、それがい

わゆるレベル 1防潮堤を壊して、どんどん奥ま

で行く。これは下手したら、東日本大震災の浸

水域よりもさらに奥に行くのではないかとい

うような津波が、防潮堤をつくっても来てしま

うということがわかりまして、これは実は被災

3県もまだどこも発表していません。 

まだ想定を精査している段階にありまして、

これを発表しない中で、ここは盛り土したから

安全ですよ、防潮堤をつくって津波を減らすか

ら大丈夫ですよというようなまちづくりをし

ているんですね。住民には、このことを説明し

ているのですが、うまく伝わっていない。 

もう一つびっくりすることが、この 2～3 年

の間に起きます。それは被災地で最悪の想定が

発表されたときです。ここに災害公営住宅を建

てたんですけれども、大丈夫だと言って建てた

場所が、最悪の想定では浸水する、というよう

なことがこれから発表されることになります。 

図の下欄に書いたのですけれども、鮪立漁港

はいろいろ理由がありまして、9.9ｍから 8.1

ｍに堤防を下げることができました。そうした

ら、わずか 1ｍちょっと堤防を下げただけで、

レベル 2 津波の越水量が 70 倍になってしまっ

たんですね。 

これはどういうことかというと、さっき言っ

たとおり、てっぺんというのはちょっとしかな

いんです。低位になればなるほどすそ野が広が

っていくために、下げれば下げるほど入ってく

る水の量は増えてしまいます。わずか 1.8ｍ下

げただけで越水量が 70 倍になったというよう

なことも起きてきました。 

政府は全国の地震の 30 年以内の発生確率を

発表しています。南海トラフがまさしく 30 年

以内に 70％程度ということで、われわれは、

ほぼ 0％というようなことです。いわゆるプレ

ートのひずみがとれて、一番安全な場所にある

はずなのに、今、急いで防潮堤をつくっていま

す。本当は南海トラフのほうを優先してほしい

という気持ちは常々あるのですが、制度がそれ

は許さないということで、いま被災地はどんど

んつくっているのに、東南海地域で防潮堤が進

まないというのは、われわれもすごくはがゆい

思いをしています。 

ちなみに、神戸大学が噴火について発表して

います。巨大カルデラが噴火する確率は、100
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年間に 1％。東日本大震災がもう一回起こる確

率よりもわずかに高いんですね。日本中で、100

年間のリスクがほぼ 0％で、本当にどこまでや

るのか。いますごく被災地の中で問われている

んですけれども、真剣にそういった議論ができ

ないのも実情です。 

気仙沼市の財政見通しですが、いま、震災で

財政は実は好転しています。復興予算は、ほと

んど地元負担がなくて公共事業をどんどんや

れるのですけれども、その間、自分たちは借金

する事業というのはやっていけません。借金は

どんどん返しました。そうしたら、借金が減り

まして、いま気仙沼市の財政は非常にいい。し

かも、災害公営住宅は 1戸当たり 1,000 万円の

黒字になる。詳しくは気仙沼市のホームページ

（http://www.kesennuma.miyagi.jp/）等でみ

てほしいんですけれども、大体 2,000 戸建てま

すので、気仙沼市だけで 200 億円の黒字が見込

まれます。今後 20年、30 年の間です。 

災害公営住宅は建てれば建てるほど被災地

は黒字になるという制度になっています。そう

いうことがあったりして、今のところ、気仙沼

市の財政は非常に豊かな状態を保っています。

が、当然これからまた厳しくなるというのが震

災後のまちづくりに出てくるのですが、ご多分

に漏れず、気仙沼市の人口減少は、要は仙台圏

に全部吸われているのです。震災前 7万 3,000

人だったところが、今 6万 5,000 くらいまで落

ちて、2040 年には 4 万 2,000 まで落ちること

になっています。若者の流出がとまるとシミュ

レーションも変わるのですが…。 

カツオ水揚げの話も黒潮町との話だったん

ですが、気仙沼と黒潮町のつながりで言えば、

皆さんご存じないと思いますが、気仙沼は生カ

ツオの水揚げで 20 年連続日本一を達成してい

るのです。高知や鹿児島のほうが有名ですけれ

ども、冷凍カツオなんです。近海のカツオが揚

がるのは気仙沼が日本一です。その日本一を支

えているのは高知とか宮崎のカツオ一本釣り

船なんです。気仙沼の一本釣り船は一隻もない

という状況の中で、本当に黒潮町さんには頭が

上がらないという中で、きょうお伝えしたかっ

たのは、こういうことだったんですけれども。 

 

平時の長所が震災後に輝く 

 

記者の皆さんにぜひお伝えしたいのは、私が

記者時代に書いたのが左側の記事です（最終ペ

ージに後掲）。99％で 30 年以内に宮城県沖地

震が来るというのを知って、夢中になっていろ

んなところの会議に行きました。仙台で開かれ

た会議に行ったときに、津波の研究者が気仙沼

で最大 22ｍの津波が想定される、というシミ

ュレーションを発表したのです。それを仙台か

ら原稿で送って、なぜか、「22ｍ津波想定」と

いうベタ記事になりました。これは震災前、

2006 年の記事です。 

そうしたら、翌日に大変な反響がありまして、

気仙沼市に合併前の本吉町という町ですけれ

ども、そこから、われわれが想定しているデー

タと違うじゃないかと、いわゆる訂正記事のよ

うなものを載せることになりました。この中に

何が書いてあるかというと、不測の事態に備え

て想定以上のデータを入れてシミュレーショ

ンしてしまった、町は今までどおり、最大 10

ｍの想定でしていくんだ、ということをやって

います。 

何でこんなことになったか。ここは観光地な

んです。住んでいる人もいて、これ以上こんな

ことを出してしまったら人が来なくなってし

まうじゃないか、というクレームがものすごく

ありました。地元の新聞社として非常にいたた

まれなくなって、「想定外、想定以上のデータ

でした」ということで、次の日に訂正記事のよ

うなものが載ったということもあります。 

多くの職員が流された南三陸町の防災庁舎

については皆さん、ご存じだと思います。町長

が屋上に上って助かったというところです。志

津川町と歌津町が合併してできたのが南三陸

町で、合併時、私が担当記者だったんです。2006

年 10 月に合併して南三陸町ができたのですが、

この南三陸町の防災庁舎は、実は震災の 3年前

まで移転する約束があったのです。合併すると

きに、そこは津波が来るから、危険だから、高

台に新しい庁舎をつくるということを約束し

http://www.kesennuma.miyagi.jp/
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ていたのです。 

ところが、合併して、志津川町長が南三陸町

長になったんですけれども、本当にそれが必要

かと、町民を集めて検討委員会をつくったんで

す。案の定、町民からはそんなものにお金をか

けるんだったら、住民の福祉にお金をかけろと

いう意見が圧倒的でして、検討委員会から出て

きた答申というのが「当面、既存施設を活用」

しましょうということでした（記事後掲）。 

本当は 3年前まで、合併特例債を使って移転

できるはずだったんですが、住民の意見を聞い

て、これも町長の仲のいい人たちを集めてのこ

とだったので、結果ありきの検討会だったんで

す。いまでもこのことを恨みに思っている方々

がいて、これを庁舎として、震災遺構として残

すということに、実は感情的に対立しているの

もここから始まっているのです。 

2011 年夏、いわゆる復興事業の説明会には

多くのひとが集まったのです。それが 2年後の

夏の説明会、ガランとしてしまいました。実は

住民の中にも、待ち切れなくて、説明会にも足

を運ばなくなるような状況になってきました。 

最初はみんな、どんな復興計画が出るのか楽

しみにしていたんですけれども、だんだんと足

が遠のいていってしまって、いまはほとんど行

政が一生懸命頑張って外部の専門家を入れて

やっているような状態です。 

こういう教訓を黒潮町長さんに伝えたかっ

たんです。われわれが本当に学んだのは、「震

災前からの取り組みが全てだ」ということです。

平時の長所は震災後には輝くんですが、悪いと

ころはより際立って出てくるということを、き

ょうお伝えしたかったと思います。 

あとは、皆さんとのお話の中で、また詳しく

説明したいと思います。 

 

（質疑応答） 

 

司会 ありがとうございました。 

いまの今川さんのお話の中でいろんなキー

ワードが出てきたと思います。 

被災地の地元の議員さんということで、例え

ば応急仮設は 1 割ぐらいに下がってきたとい

う、すごく前向きな発言だとは思いますが、現

実にはまだ 1 割の人が仮設に住んでいるとい

うことなんですね。その後で、今川さんがおっ

しゃっていました、7年間の重さ。これは別に

東日本大震災に限ったことではなくて、自然災

害が起これば復興は非常に長期化します。熊本

地震でさえ、多分あそこで仮設に住まわれてい

る方が全て仮設から出られるというのは、相当

先のことになると私は思います。 

ただ、今川さんがおっしゃった、構想がない

と復興はないんですね。ということは、災害に

備えるということでいえば、災害が起きたら、

復興といわれる道筋は非常に長期に及ぶんだ

ということを、あらかじめきちっと認識して何

かを考えるということが必要だと思います。 

ただ、それが現実の政治でいうと、そんなお

金がとれるのかという問題もあります。そうい

った点について、現実にずっとこの 6年半です

か、みられてこられて、どのようにお考えか、

まずお聞きしたいと思います。 

 

土地の「権利」が復興をおくらせる 

 

今川 市街地をカサ上げするのに土地区画

整理事業というのを使うんですけれども、それ

がいま 7年たってもおくれています。実はまだ、

あと 2～3 年はかかるんじゃないかということ

で、毎年毎年、秋になるとおくれを公表するの

です。来年の部分の完成は今年わかるんですが、

再来年の部分は、来年の部分を急ぐためにさら

におくれるということで、玉突き状態におくれ

ていっています。 

一番最後のところが、平成 31（2019）年の 3

月までで終わればいいなというのがいまの状

況で、もう一年、さらに足されるのではないか

というのがいまの正直なところです。 

何でこんなにおくれるか。気仙沼市内の高台

移転と、市街地のカサ上げというのがあるんで

すけれども、これを土の話でいうと、1,200 万

立メートルの土が盛り土に必要なんです。一方
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で、山を削って出てくるのが 1,000 万立メート

ル。なので、ちょっと足りない。 

そもそも 1,000 万というのは、皆さん、東京

ドーム何個分とよく記事では紹介するかもし

れませんけれども、ダンプでいうと、被災地の

ダンプはあまり積み過ぎはいけないというこ

とで、1回5トンしか運べません。そうすると、

1,200 万立メートルを運ぶのに、240 万回かか

るんですよ。240 万回というのは、よくわから

ないと思います。要は、いまでも走っているん

です。 

それが単純に 240 万回で済まない理由があ

りまして、山を削るタイミングと沿岸を盛るタ

イミングというのは違うんです。そうすると、

何が起こるかというと、間に土を置く場所が必

要になります。その土を置く場所を、最初は、

農地とか被災した場所にいっぱい置いていた

のです。そしたら、その農地を返さなくてはい

けなくなった。そうすると、置く場所がどんど

んなくなってきて、どんどん不便な場所になっ

ていきます。そうすると、すぐ近くの山からわ

ざわざそこに土を持ってきます。その土をまた

この沿岸に持ってきます。これならまだ実は成

功です。 

ここに置いた土が、今度ここを復興するため

に邪魔になったから、またここに持っていく。

そういう 3回も 4回も土の運びがあって、「皆

さん、随分盛り土が終わったね」と被災地に来

て言うんですけれども、それはほとんど仮の土

置き場なんです。陸前高田でもそうですけれど

も、気仙沼もそうですけれども、皆さんが「随

分盛り土が終わりましたね」というのは、ほと

んどそういう土置き場です。 

なぜかというと、ドンと置けるからです。本

当の盛り土のところは、30 ㎝ずつ踏み固めて

いくので、静かにしか盛り上がっていきません。

ドンとはいきません。そういうことが起きてい

ます。 

あともう一点、おくれている理由が、権利で

す。気仙沼市といえば、いままで歴史上、土地

収用というのは一回もしたことがありません。

というのは、住民に近い町役場が住民の土地を

強制的に取り上げるということはいままでで

きなかったんです。震災後も実はやろうとして

いません。何をするかというと、本当にお願い

しに行くしかないんです、その土地を持ってい

る方に「ここを道路にしますから、すみません

が譲ってください」と。 

特に避難道は、沿岸から高台までつながって

避難道なんです。ところが、残念ながら、高台

の土地というのは、皆さん、「津波が来なくて

よかったね」という家が残っている土地なんで

す。その人たちに、一回どいてもらって、道路

を広げるということをやるために、そこを舗装

しなくてはいけないです。それがなかなか進ま

なくて、いまでも全然、避難道は完成していま

せん。それはほとんど土地の収用の問題です。 

岩手出身の後藤新平がここでやったときは、

ほとんどバッと筆を変えてやったんですけれ

ども、いまはもう権利が難しくて。一番難しい

のは、江戸時代に登録したような土地が権利者

が何百人にも膨れ上がっていて、その一人一人

にみんなでお願いしに行くんです。町の職員が

足りません。 

しかも、これはルールがあって、お土産一つ

持っていってはだめというルールがあるんで

す、用地買収のときは。民間は、お土産を持っ

ていってもよし、値段を吊り上げてもいいんで

す。でも、市の職員は、必ず 2人以上で行って、

お土産は持っていってはだめ、価格交渉に応じ

られないというルールがあるのです。そうする

と、「何でお土産を持たないで来るんだ」と、

すぐはじき返されます。そうこうするうちに、

民間のハウスメーカーがその土地を買って家

を建ててしまったりするのです。 

そんなことをずっと繰り返している。復興が

全然進まないというのは、実は 7年たっても進

まない理由はそこにあったりします。 

 

市町村ごとの復興、やめるべき 

 

司会 現実に 7年という時間が、市外に移ら

れる方の数にもつながっていると思うんです

ね。これをどうすればいいかというのは、妙案
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はないのだと思いますが、きょう黒潮町の町長

さんがみえられていないですけれども、全国か

ら記者が集まっていらっしゃるので、何かヒン

トというか、今川さんが思っていることという

のはありますか。ある程度のスピードアップと

いうのは必要なんだと私は思うんですが。 

今川 特に広域災害にだけ限っていいます

と、今回、国が出した復興方針の最初に出てき

たのが、市町村が復興主体になるというような

方針が出てきました。各市町村で一生懸命復興

計画というのをつくって、ほとんど宮城県はタ

ッチしていないんですね。奥尻にしても、阪神

にしても、随分、県の関与があったのですが、

残念ながら、いまの被災地はほとんどが市町村

が全部やっています。 

そうすると、何が起こるかというと、被災地

間競争が起きます。みんながみんな、自分のと

ころがフルセットの復興をするんですね。充実

復興予算というのはありがたいんですが、復興

主体が市町村になったおかげで、全部自分の町

で完結したがるんです。観光施設も立派なもの

をつくりたい、道の駅もつくりたい、震災遺構

も残したい、運動場も残したい、野球場もつく

りたい、というふうに、これが全部復興予算で

できてしまう。そうすると、南三陸町と陸前高

田は、いま三陸道ができて気仙沼市から 5分く

らいで行ける町なんですが、それぞれがそれぞ

れでやってしまっていて、残念ながら、連携ら

しい連携はできていません。 

この広域災害に限っては、本当に――復興庁

はできたんですけれども、復興庁は全然、正直

あまり当てにならなくて、市町村は限界です。

特に町村のほうは非常に難しいです。仙台市な

どはどんどんゴールしていって、大きな市町村

ほど早くゴールしてしまうんです。けれども、

残された市町村は、実は困っています。 

この広域災害に限っては、市町村ごとの復興

はやめて、しかもこれだけ人口が減っていて、

それぞれが限界集落になるというときに、市町

村が競争してどうなるんですか。そうじゃなく

て、もっと三陸沿岸でまとまって、復興する、

この町はこの観光をする、ここは震災遺構です

るんだというのをやりたかったのですが、正直、

私たち市議会議員では限界があります。すごく

そこはジレンマです。そのことも、きょう黒潮

町長さんに伝えたかったのですが、町は建設関

係の職員が足りなくて本当に大変なんです。外

から応援がいっぱい来てくれるのですけれど

も、大体半年とか 1年で帰ってしまいますので、

全然つながらない。 

そういうことを、国の偉い東大出身の官僚の

皆さんが被災地にずっと 10 年ぐらい詰めても

らってやってもらったら、もっとすごい復興が

できたんだろうなと、いまでも思っています。 

司会 わかりました。 

黒潮町の紹介をしていただきましたが、私、

たまたまこの司会を受けることが決まる前に

黒潮町に行くことを決めていまして、先日行っ

てきました。 

黒潮町と東北の被災地の最大の違いは、黒潮

町には防潮堤や防波堤などがありません。なぜ

そこの町長が来ることになったかといえば、皆

さんご存じのとおり、南海トラフ沿いで地震が

起きれば日本で最大の 34.4ｍの津波が来ると

いうふうに想定されているからです。 

要するに、彼らがやろうとしていることは、

とにかく逃げるということです。津波避難タワ

ーはすごく有名になりまして、先ほどのパネル

ディスカッション「防災・啓発とメディア」（会

見動画あり）でも高知新聞が紹介されていまし

たが、県内で 100 基超えました。 

ですが、私も誤解していましたが、黒潮町は、

とにかく 160 カ所の津波の避難場所があるん

ですけれども、そのうちの 6個がタワーだとい

うことです。高台にたどり着けない人のために

タワーをつくっているわけで、タワーで全ての

人命を守るということでは全然ありません。 

あと、今川さんのおっしゃった土地収用の話

云々のところでいえば、防潮堤のくだりでも出

ましたが、住民の合意というのは非常に大切で、

黒潮町は避難場所に行くための道を 230 ぐら

い舗装したり階段をつくったりしていますが、

基本的に時間を急いでいるので、借りたりして

います。土地を取得しないでやっている、それ

は多分合意がある、住民の中で合意があって進

https://www.youtube.com/watch?v=rW6lXGKuc_4&feature=youtu.be
https://www.youtube.com/watch?v=rW6lXGKuc_4&feature=youtu.be
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んでいることではないかなと思います。 

お話の真ん中のほうにありました防潮堤問

題ですが、これも知っている方にとっては当た

り前ですが、実は、絶対つくれというわけでは

ないというのは、今川さんの話でも出ていたと

思います。 

ただ、重要なのは住民が合意するかどうか。

で、私、先日釜石に行きましたが、釜石では防

潮堤がない集落もあります。 

防潮堤を拒否した集落の話はいろんなメデ

ィアに載っていますが、それは全員が合意した

から拒否しているわけです。そういうところは

逃げるという選択をとるわけです。 

コンクリートがいつまでもつのかというお

話もありました。防潮堤が本当にずっと役に立

つのかというお話もありました。気仙沼市は突

出して多いわけですけれども、なぜこんなに多

いんでしょうか、計画自体が。 

 

防潮堤計画、変更は困難 

 

今川 気仙沼市は漁港がもともと多い場所

なのです。37 漁港だったのですか、漁港が多

いと、どうしても背後に集落地があるので、そ

れぞれ防潮堤をつくらなければいけない。 

仙台平野ですと、一つの防潮堤がずっと続く

んですが、気仙沼の場合は、その浜、その浜毎

に一つずつ、ブツッブツッと切れてできていく

ことになっています。防潮堤はいま合意がなけ

ればという話もあったのですが、実はつくらな

くてはいけないという理由が大きくありまし

て、災害危険区域を決めるとき、さっき言った

とおり、レベル 1の防潮堤がつくられて、それ

でも超えてくるレベル 2 の場所を災害危険区

域に設定しているのです。 

つまり、これを平成 24（2012）年の段階で

決めていますので、後から堤防の高さが変わる

と、さっきの 1ｍ下げただけで 70 倍になった

というように、災害危険区域が変わってきます。 

何でこれがいま変わると困るかというと、こ

の際、じゃ、ここならいいということで家を建

てている人がいるんですね。その建てている人

たちが、やっぱりここは災害危険区域だから、

もう一回「だめですよ」というわけにはいかな

いわけです。「堤防の高さは柔軟に対応します。

堤防をつくる、つくらないは住民で決めていい

ですよ」とはいうんですが、実際、復興計画で

もがんじがらめになっていまして、市街地の盛

り土を 4～5ｍにしますというのも、実はこれ

もレベル 1 の防潮堤が効果を発揮した分の高

さでしか盛っていないんです。下げれば、当然

盛り土高が足りなくなりますので、その上に建

てている公営住宅も全部災害危険区域になっ

てしまうのです。 

実は、最初にこれを決めないと復興計画がつ

くれなかったというのがあって、決めたんです

が、後から変えようと思ったら、もう変えられ

なかった。というわけで、なかなか住民に説明

するのは難しいのです。けれども、おじいちゃ

ん、おばあちゃんに「Ｌ1、Ｌ2」「レベル１、

レベル２」と言っただけで、もうだめです。そ

れをどうやって説明するかというときに、また

行政も説明が下手で、図面１枚ボンと持ってい

ってみせるのですけれども、工事用の図面で、

みてもよくわからないんですね。 

それをどうやってかみ砕いて説明するかと

いうときに、新聞の役割が出てくるのですが、

これが難しい。新聞でＬ1、Ｌ2 を説明するだ

けで 20 行かかってしまう。そうすると、きょ

う 50 行しか記事がありませんというときに、

毎回Ｌ1、Ｌ2の説明で 20 行かかってしまう。 

そうこうしているうちに、中央のメディアが

どうしたかというと、面倒くさいから、あまり

深掘りしないで、防潮堤の写真だけドンと載せ

る。ここも防潮堤がつくられていますというだ

けで、写真だけみせるようなやり方をしまして、

そうしたら、ますます外から批判が来るのです。

「何だ、これはけしからん、そんなところ、無

駄なところじゃないか」となるのですが、説明

すると、やっぱり 1時間ぐらいかかります。し

かも、図を示しながらやらないとわからなくて、

本当に説明に苦労しています。 

司会 細かいことなんですけれども、先ほど

の 1ｍ下げた地区というのは、どういう経緯で
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そういうことになったんでしょうか。 

今川 鮪立地区というところなんですけれ

ども、あそこは、住民アンケートを全世帯にし

たのです。中学生も含めてアンケートをとった

ら、答えは 3つに分かれました。県が最初に示

した「9.8ｍの防潮堤のままでいいですよ」と

いう人が 3割。「いや、半分の 5ｍがいいんじ

ゃないか」というのが 3割。「防潮堤なんか要

らないよ」というのが 3割だったのです。見事

に住民が 3等分されまして、それで本当にすっ

たもんだがあって、シミュレーションをやり直

すことにしました。 

そのシミュレーションの条件というときに、

ここに津波を軽減する浅瀬があったとか、そう

いうのを反映させた結果、下げられることにな

ったのです。これは宮城県的には下げたのでは

なくて、シミュレーションをやり直して、その

シミュレーションで高さを変えただけだとい

うような言い方をするのですけれども、本当に

要らないという人もいるんです。でも、欲しい

という人もいて、割れて、結局ここで妥協した

のです。落としどころとして 1.8 というのが出

てきた。 

司会 なるほど。 

出だしのところで「想定が被害を拡大させた」

ということもお話しいただきました。現実には、

被災地ではそういうことは多々ありまして、例

えば岩手県の釜石市だと、最大の被害者を出し

たのは防災センターに避難した人たちですね。

小中学生はほぼ全員が逃げ切ったのに、防災セ

ンターに避難した大人が 200 人以上亡くなっ

た。そういった教訓もあります。 

次に、教訓を語り継ぐということで、お考え

をうかがいたいと思います。前段で私の意見を

ちょっと言いますけれども、風化を避けるとい

うのはたぶん極めて難しいことで、それは別に

新聞記者の仕事を放棄しているわけではない

んです。先日、同僚と話していまして、私、1960

年生まれです。しかし、よく考えたら、戦争が

終わってから 15 年しかたっていないわけです。

けれども、自分の人生を振り返れば、戦争とい

うのは遠い昔で、東京にもバラックもありまし

たし、傷痍軍人と言われる方もいっぱいいまし

たが、しかし、遠い昔のことで、学校で習う話

だったんですね。 

先ほどのパネルディスカッションでは阪神

大震災の話がありました。阪神大震災からもう

22 年もたっているわけです。それを考えると、

東日本大震災はあと半年で 7年になります。や

はり風化を避けるというのは非常に難しいこ

とだと思うのですが、今川さんが気仙沼でおや

りになっていること、日ごろ感じられているこ

とがあったら、教えていただければと思います。 

 

避難さえすれば、普通の生活がある 

 

今川 私が新聞記者だったときに、ちょうど

宮城県沖が99％の確率で30年以内に発生する

という発表がありまして、慌てて連載を 30 回

くらいやったと思います。1年くらいかけてや

ったんですけれども、それからネタがなくなっ

て、しばらく書かなかった。 

震災が来る直前にもう一回担当代えがあり

まして、来年 4月から戻ったらもう一回書こう

かなというときの 3月、津波が来て、非常に後

悔しているんです。けれども、たぶん住民を巻

き込んだ防災というのは、どこかで限界が来る

し、いつも危ない、危ないと言っても、そこか

ら人が離れていってしまうし、やらなくちゃい

けないのはハードでしっかりやっていくとい

うことだと思うのです。これは被災地だから、

いまはゼロになったので、ゼロからのまちづく

りができていますけれども、これから津波が来

るところで、さっき言った 100 年間とか 200

年間、津波が危ないとずっと言い続けていいの

かなというのはあります。 

ただ一つ言えるのは、本当に避難さえすれば

――命さえ助かれば、さっき気仙沼はたった

6％の面積しか浸水していないと言いましたけ

れども――津波災害というのは、津波災害から

逃れれば普通の生活があるのです。津波で浸水

していなければ普通の生活があります。そうや

って場所があるので、逃げさえすればいいので

す。ですが、どうも行政は避難計画もどんどん
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エスカレートしてしまう。気仙沼市は震災前か

ら一生懸命やっていたと言いましたが、ことし

やった対策では飽き足らなくて、来年もっとお

もしろいことをやろう、来年もっとおもしろい

ことをやろうと、どんどんエスカレートしてい

くんです。でも実は、逃げるだけでいいのです。 

避難所なんかなくてもいいんですよ。東日本

大震災で餓死した人はいません。みんな逃げれ

ば、内陸のほうにいっぱい食料はあるし、とも

かく逃げればよかったんです。それをいま、一

生懸命避難所の備蓄だとかなんとか言ってい

るのですが、やっぱり逃げるしかない。あるい

は津波が来るという警報が出たら高台に逃げ

るしかないのです。けれども、これまた気仙沼

は悲しいことに、年に 1回は注意報とか警報と

かが出てしまう。北海道のときもそうでしたけ

れども、どこかでやると、必ず太平洋側という

のは注意報が出てしまうので、それをやってい

るうちに、やっぱり“オオカミ少年”になっち

ゃったんですね。  

今回も、6ｍの津波が来ると言われたときに、

じゃ 3分の 1で 2ｍだな、と勝手に解釈してし

まう。私も沿岸のほうに行って、市場の屋上か

ら写真を撮っていたんです。それが結果的に陸

前高田や南三陸町では 4 階建ての建物も飲ま

れるような津波が来ていましたので、勝手に良

い方に良い方にと捉えていくのが人間ですの

で、何ていうんですか、どうしたらいいのかな

と、いまでもわからないですね。 

司会 過去、大きな津波があったところには、

実際には記念碑があります。黒潮町も幾つかの

記念碑があって、具体的に 140 年、150 年先の

ことを思ってこれを残しているんだという記

念碑もあったりしますので、声高に言うだけが

道ではないのかなと。 

黒潮町の前身の一つの大方町の「オオガタ」

は大きな潟で、それは 1300 年前の地震で地盤

が沈んで潟ができたからだと町史に書いてあ

りました。 

そういった、いろんなやり方というか、別に

危ない、危ないと言うだけじゃないと思います。

そういう碑とか文章とか地形とかが、たぶん実

は歴史を刻んでいるような気がしているので、

記者としては、日ごろからそういうところも紹

介するのがいいのではないかと、私は個人的に

は思っています。 

では、研修に来られている記者の方々、今川

さんに聞きたいことがあると思いますので、質

問を募りたいと思います。質問のある人は挙手

をしてお名前を名乗っていただいて、お願いい

たします。 

質問 お話、ありがとうございました。 

2 つ質問させてください。先ほど、国の復興

方針で、主体は市町村になるという話がありま

した。けれども、たしか県に関しては広域な施

策に取り組むこととするというようになって

いたと思うのです。県と各市町村、それから国

の役割分担のところで、もう少し県の役割をど

うみていらっしゃるのかをうかがいたい。 

もう一つは、昨年度から、5年間は復興の総

仕上げということで政府は進めようとしてい

ますけれども、そのあたり率直に、総仕上げを

5年間で本当にできるのかとも含めて、現場で

どのようにみていらっしゃるのか、その 2点を

お尋ねできたらと思います。 

 

国は「大きな方針」示せ 

 

今川 ありがとうございます。 

国と県と市町村の関係ですが、実は最近の震

災で大きく違うのは、地方分権をすごく言われ

るのですよ。われわれは、もっと国が大きな方

針を示してくれないと、末端の市町村で、例え

ばこの防潮堤問題のようにもめるのです。お金

は全部国が出している、市町村からしてみれば、

せっかくあるんだから使わなくてはいけない

と思ってやるのですが、国に相談すると、全部

地方分権。なので市町村に口出しできないと言

われます。 

宮城県は何をしているかというと、宮城県は

宮城県で土木事業をいっぱい持っているので

す。例えば橋とか二級河川とか、海岸防潮堤を

持っています。県は県で一生懸命です。よその
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都道府県から応援をもらって、一生懸命自分の

復興をやっています。 

市町村は市町村で、自分が管理する道路や住

宅の施策などを一生懸命やります。県は正直言

って余裕がないのです。 

そういう中で、県と市町村はそれぞれ自分の

ことで精いっぱいで、期待している国は、何か

というと「地方分権の時代に国がそこまでしゃ

しゃり出るのはね」と言って、結果、堂々めぐ

りのままになってしまっているのが今の現状

です。 

復興のことに関しては、たぶん仙台がもう復

興宣言をしたいのだと思います。ただ一方で、

気仙沼は公営住宅はできたけれども、復興事業

自体は、恐らく平成 32(2020)年度いっぱいで

も終わらないと思います。 

いま一番恐れているのは、避難道とか、補償

問題とか、用地取得にかかる部分にものすごく

時間がかかっていまして、その部分を、平成

32（2020）年度を超えたときに市町村負担が発

生するとは言われているんですが、そのために

いま何をやっているかというと、ほかの内陸の

事業は全部後回しにして、沿岸の復興事業に全

部かけているんです。 

いま、ものすごく怒られています、内陸の人

たちに。いつまで待たせるんだと。うちの前の

道路は、7年間我慢してきて、もうボロボロだ。

市としてお願いするのは、いま国のお金でやれ

るうちにこっちをやってしまわないと負担が

出てしまうので、平成 32（2020）年度までは

待ってくれとなるわけです。それがもし間に合

わなかった場合、内陸部対沿岸の住民の中で、

ものすごいことが起こると思います。そのくら

い、平成 32（2020）年度に終わらないことが

多いと思います。 

ただ、住宅とか産業とか、大方のものは終わ

るんですが、道路は非常に難しいと思います。 

質問 興味深い話をありがとうございまし

た。2点お尋ねしたいと思います。 

１点目は、大型津波の住民へのリスクコミュ

ニケーションの話なんですけれども、発生する

確率はとても低いけど、発生したら被害はとて

も甚大だ、期待値としては、それほど大きくな

いけど、起きてしまったら大変だ、ここの理解

をどう住民に発信するか、そしてどう行政とし

て対策していくか、すごく重要だと思うんです

けれども、ヒントを一つ。こういったことがで

きるんじゃないかということをまずお願いし

ます。 

今川 津波対策においては、いま防潮堤をつ

くっているのは、明治三陸津波のレベル 1津波

という説明をずっとしてきたのですが、住民か

らしてみれば、明治三陸の津波は経験していな

いんですよね。いつも頭の中にあるのは東日本

大震災のことばっかりです。彼らにとってはレ

ベル1もレベル2も全部東日本大震災というの

が実は現状でして、そこに最悪の想定とかいっ

ても、もう伝わらないのが正直なところです。 

ところです。ともかく東日本大震災で浸水し

た場所には盛り土しても、何をしても住みたく

ないという人は実は多いです。 

問題になるのは、これから企業誘致とか、津

波を知らない世代が出てきたときの対応なん

です。けれども、われわれは、結局、市街地に

住んでもらう政策をやらなくてはいけないで

す。そのときに、最悪の想定とのバランスをど

うするか。さっき言った 100 年に１％以下のリ

スクというのは、世界中どこでも、洪水もそう

ですけれども、それをどういうふうにやるか。

いまの世代の人はともかく東日本大震災が明

日にでも来るという思いで震災復興していま

すので、次の世代のときにそこをやらなくては

いけないと思うんですけれども、まだいまのと

ころ、そこはいま生きている人たちの対応で精

いっぱいです。 

 

車避難規制、答えはまだない 

 

質問 もう一点はソフト面です。避難でも、

すぐに逃げなければいけないという話があり

ました。私、福島県なので同じ事情だと思うん

ですけれども、皆さん、車で生活をされている

ので、どうしても車での避難になってしまう。

皆さん、車も大事な財産ですから、車に乗って
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逃げたい。そうすると、幹線道路が混雑してし

まって、それがまた津波の被害に遭ってしまう

リスクにもなってしまうわけです。 

一方で、国は「車の避難はやめなさいよ」と

いうことは言っているんですけれども、「地方

で広域避難計画をつくりなさいよ」とも言って

いる。結局、地方に丸投げしていて、地方、県

も市町村も困っている状況なんですけれども、

ここはどう解決していけるでしょうか。 

今川 気仙沼市の場合は、津波渋滞のシミュ

レーションを東北大にお願いしてやったりし

たんですけれども、やっぱり橋の部分がネック

になったりするのです。ただ、気仙沼市、特に

東日本大震災がそうですけれども、基本、沿岸

に人が住まないという政策をやっていまして、

本来であれば逃げなくても大丈夫な場所に人

が住んでいるわけです。心配なのは、これから

工場群だけは沿岸のほうにオーケーにして、災

害危険区域内で何をやるかというと、事業所を

やるわけです。人が住まないかわりに事業所は

どんどんそこに出てもらうということをやる

んですが、従業員が何で逃げるかというと、や

っぱり車になっちゃうんですね。 

その部分は、実は気仙沼市も徒歩が避難の原

則ですよと言いながら、避難道をとにかく拡幅

している状態なんですけれども、気仙沼であま

り問題になっていないというか、いまなら大丈

夫なんです。沿岸に人がいないし、従業員も少

ないので。 

むしろこれから津波災害が起こるところで、

車避難を規制できませんよね。それをどうする

かは、実は、「気仙沼復興レポート」

（http://imakawa.net/category/report）とい

うのを毎日 11 日に発表しています。その中に

「震災の教訓」というのを書きました。渋滞が

原因で失った命がいっぱいあると書いたんで

す。気仙沼市内で、車の中で見つかった遺体が

70 体くらいだったそうです。 

車の中でみつかっただけでもそうなんです

から、もっともっと車ごとみつかっていない人

もいるので、恐らくそれ以上だろうと思います。

「逃げろ」と言っても渋滞で逃げられない、「置

いて逃げろ」と言ったら、今度は置いて逃げた

後ろの人が逃げられなくなって…。そういうも

のを教訓としてまとめてあります。そうしたこ

とを気仙沼市から発信するために震災検証本

をつくっています。そういうのをまた次の世代

の人に研究してもらうということになるので

はないですか。 

いまのところ、答えはまだないです。 

司会 実態としては、津波の場合は、それほ

ど遠距離までは、海辺の平らなところに住んで

いる人は別ですが、ものすごい距離を移動しな

くていいので、徒歩でというのは現世代にはた

ぶん引き継がれる可能性はあるんでしょうけ

れども、その後の世代ですよね。 

質問 私も 2011 年のころ仙台に転勤でおり

まして、沿岸のほうまで取材をしたことを思い

出しました。 

非常にまだ道半ばというお話が多かったと

思うのですけれども、冒頭で、ようやくゴール

がみえてきたというお話がありました。どうい

った点からそのように感じられているのかと

いうこと。 

もう一つは、もともと新聞記者であった中で、

どうしていまのような市議会の議員にと思い

立ったのか。その 2点を教えてください。 

今川 復興のゴールがみえてきたというの

は、実は新規事業はもう出てこないだろうとい

うくらい計画が完成しました。いままでは、去

年（2016）くらいだと、まだこういうものもで

きる、こういうものもできるとどんどん足して

いたんですが、平成 32（2020）年度のゴール

に向けて、もうそろそろ新しい計画は終わりに

して、いまある計画をゴールに向かって進めよ

うということですね。何となくここまではやれ

るんだろうなとか、一つ一つの事業のスケジュ

ールがみえてきたということで、大体これが復

興の終わりなんだろうなと。そういうところま

で来た、というところです。 

そもそも国が新規事業を認めなくなってき

ている。平成 32（2020）年度までに終わると

いう計画でないと認めてくれないんですね。そ

ういう意味もあって、そろそろゴールがみえて

http://imakawa.net/category/report
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きたという言い方をしました。 

議員になったことを説明し忘れました。私、

ものすごく復興事業の記事を書いたんです。毎

日毎日、本当に復興、復興のことばっかりを書

いていた。実は 3年たったときに異動で、そろ

そろ担当代えといわれ、市役所担当から水産担

当に行きそうな流れになりました。これはちょ

っと、いまここの段階で異動するのは嫌だなと

すごく思いました。 

実際、外から来ている応援の記者や中央紙の

記者もみんな代わってしまって、震災直後から

の流れを知っている記者は私くらいしかいな

くなっていたのです。何とかここで踏みとどま

りたいと思いまして、まず記者を一回やめよう

と、フリーライターになろうと思ったんです。 

でも、よく考えたら、嫁と子ども 3 人いる、

どうやって食っていこうかなというのを悩み

まして。しかも、この気仙沼という狭い場所で

悩みまして、あ、議員があるなと思いました。

議員をやりながら、フリーライターみたいなこ

とでどんどん書けるんじゃないか、ということ

で、いま好きなことをいっぱい書いているんで

す。 

もう一つ大きな要素が、震災後に新聞が軽ん

じられたんです。震災前は、市長も議会も、新

聞で書けば、大体市民の声だということで、何

だかんだと反応してくれたのですが、震災後は

大分無視されました。さっきの災害危険区域の

問題とか、防潮堤の問題をものすごく書いたん

ですけれども、要はもう、見る暇がないくらい

市役所は忙しいんですね。どんどん課題が出て

きて、いちいち新聞に耳を傾けなくてもいいん

だというような状況になっていました。そこで、

これはまずいなと思いまして、議会に行って、

とにかくちゃんと発言して、ちゃんと権利を持

って言おうというのも大きなポイントです。 

大きな新聞社とは違うかもしれませんけれ

ども、地元の新聞社だったので。でも、地元の

7 割ぐらいの人が読んでいる新聞だったので、

震災前は、市長が選挙前はものすごく気にして

いたんですけれども、いまは全く気にしてくれ

ません。 

この災害時に、朝日新聞などメディアの皆さ

ん、防潮堤問題もものすごく書いてくれたんで

すけれども、実際、被災地は何も変わらないん

ですね。国は、さっき言ったように、地方分権

だとかということで、変えるのは決定権を持つ

人しかいないのです。市長はちょっと無理だっ

たので、24 分の 1 の議員なんですけれども、

何とか一般質問とかでこの問題を取り上げて、

相当防潮堤問題に関しては止めました。正直、

10 億くらいは変えたと思います。10 億円分く

らいの防潮堤は変更させた、無駄な防潮堤を止

めたというのは、新聞記者ではできなかったと

思います。 

質問 私は被災地報道の責任者ではありま

せんが、ぜひお聞きしたい。全国メディアです

けれども、何年かたつにつれて、われわれが出

すものに対して、地元に住んでいらっしゃる方

が非常に違和感を持つということが問題にな

ってきました。特にネットなどではそういう話

が顕在化するようになったと思います。こうい

うのをやってほしいのに全然報じられないと

か、あるいは最近感じられている違和感などが

ありましたら、教えてください。 

 

被災地の無駄遣い、取り上げてほしい 

 

今川 いまでもやってほしいのは、防潮堤問

題です。残ったのは本当にきわどい問題でして、

応援してほしいのです。でも、そのことを地元

に来ている記者の皆さんに相談すると、「あま

りにもマニアック過ぎる、もはや被災地の中で

防潮堤問題は終わっていて、これは気仙沼、こ

こだけの問題ですよね、これをなぜほかの人に

伝えなくてはいけないか」と言われてしまう。

「これを一つ変えたからって何が全体で問題

になるんですか」と。どうしても大きくくくっ

て報道しようとすることが多くて、なかなか細

かいことを取り上げてくれない。というわけで、

いろんなことで悩んでいます。 

もう一つは、これはずっと言っていて、きょ

うも質問が出ると思っていたんです。災害公営

住宅1戸当たり黒字1,000万と言いましたよね。



18 
 

これは、実はずっと言い続けているのです。な

ぜ言い続けているかというと、皆さん、本当に

それでいいんですかという思いがありまして。 

25 年間、復興増税が皆さんの所得税に課せ

られています。それを財源に復興事業をやって

いたり、公営住宅を建てたりしているわけです

けれども、簡単に言うと、公営住宅は 1戸当た

り 3,000 万くらいかかるんですね。3,000 万の

うち 8分の 7は復興予算がもらえるんです。た

だ、8分の1だけは地元で負担してくださいと。

それで借金しているんですが、それは大体家賃

でペイされます。 

そこに、さらに国から 20 年間続く家賃の差

額に対する補助というのがあって、それが毎年

100 万くらいずつ来るんです。何で来るかとい

うと、既存の制度なんですね。家賃低廉化事業

というのがあって、例えば、いまの被災地の大

きな公営住宅は1戸当たり大体3,000万かかる

んです。というと、月の家賃を 15 万で貸さな

いともとがとれない。15 万で貸さないといけ

ないのに、いま 2万円で貸している。これは公

営住宅だから、15 万と 2 万の差を国が補てん

してくれるんです。8分の 7を 5年間です。 

さらに、その後、6 分の 5 を 20 年間補てん

するという制度があって、これがおかしいんで

す。建設費が地元負担だから、家賃の差額は国

が負担するというのは既存の制度なんですけ

れども、建設費をほとんど負担していないのに、

家賃の負担までしてくれるという。要は、おじ

いちゃんが建ててくれた家をもらって、それを

貸して、さらにおじいちゃんからお小遣いをも

らい続けているみたいなすごい制度なんです

ね。 

これは気仙沼だけで 200 億くらいですけれ

ども、被災地全体としてものすごい金額なんで

す。いまこれをもとにわれわれ財政計画を立て

ているんですが、本当に皆さん、それでいいん

ですか、と何回も国にも確認したんですよ。こ

んなにもらっていいんですかと。後から要らな

いと言われると本当に困るじゃないですか。そ

ういうシミュレーションをやっています。それ

を何回も投げかけていますので、メディアで１

回取り上げてほしいと思うんですけれども、実

は取り上げてくれていない。早めに、平成 32

（2020）年度までに問うてほしいのです。やっ

ぱりだめと言われたときは、それなりに我慢は

できる心づもりは皆さんしているんですけれ

ども、それを途中で言われると困る。これはも

のすごい制度ミスだと思います。われわれから

言うのも変なんですけれども、皆さんの増税で

来ているので、これは何とかしてほしい。 

最初のころ被災地は、無駄遣いに目をつぶっ

てもらっていたんです。被災地以外の無駄遣い

をすごく報道されていましたから。でも、実際、

被災地の中にもいろんな無駄遣いがあって、そ

れが少しずつ最近クローズアップされるよう

になってきたんです。けれども、公営住宅の部

分は、まだ目にみえないので、ぜひそこは取り

上げてほしい。オーケーならオーケーで気持ち

よく使わせていただきたいと思います。 

司会 いま無駄遣いと言われかねないとい

うお話でしたね。プランはほとんど出そろった

というお話もありました。ですが、現実にいま

本当に被災地で必要なことで、例えば財政的な

手当てがされていないとか、実際、政府、県か

らちょっと軽んじられているんじゃないかと

いうことは何かありますか。 

今川 本当に手厚い予算をいただいていま

す。ただ、だめだと言われているのは、復興と

まちづくりは明確に分けられているんです。震

災に起因した部分には復興予算は使っていい

けれども、内陸のまちづくりとか、そういうも

のにはだめよということで、内陸の道路はほと

んど手をつけていないんです。でも、実はそこ

の高台に移転して人が住んでいるのはそっち

なんですね。われわれは本当はそっちをやりた

いんですけれども、そこはいま、ずっと我慢し

てもらっている。 

お金の話で言うと、さっき神山川の桜並木の

話をしましたけれども、17 本を残すために 200

ｍくらいの区間、防潮堤をつくらないというこ

とで認められました。それで大体 2億円浮くん

です。桜も残して、無駄な工事をやめて、2億

円も浮くというのはうれしいんですが、その 2

億円は国に返さなくてはいけないんです。当た

り前なんですけれども、ただ、われわれとして
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は、浮いた分は地元のそういうものに使ってい

いよと言ってもらえると、非常に止めやすいん

です。ですが、返しますと、行政の人はそうい

う発想をするので、これがもし残したら、節約

したら、自分たちの町のお金になるんだという

ことを国が言ってくれたら、ものすごい無駄な

事業をやめたと思います。本当に、ただって怖

いです。 

司会 いま内陸の話が出ました。本当に防災

に必要なことを突き詰めて言えば、住民の方が

元気というか、ちゃんと動くとか、そういうま

ちを維持していくことだと思うんですね。 

日本中、人口が減ります。先ほどのパネルデ

ィスカッションでは、高知県はこれだけ減る、

いろんなことがあります。気仙沼も、人口はど

んどん減っていく。そういう中で、市として、

気仙沼市として、人口は一つの大きな指標です

し、財政的にもそこによって立っているので、

軽々には言えませんが、まちの活力を維持して

いくためにどういうことが大切だというふう

に考えていらっしゃいますか。 

 

苦しいのは「復興期限」の後 

 

今川 前にここの会報を読んだときに、小泉

進次郎さんが来て、人口減をプラスに考えると

いう話をしたみたいですけれども、われわれは

非常に深刻に考えています。人口が減ることは

仕方ないと思いますが、労働人口がものすごく

減るんです。震災前に 4万 2,000 いた労働人口

が、2040 年には半分以下になるということで

す。このことは、復興計画であまり取り上げら

れませんでした。企業はどんどん再建したので

すね。水産加工場とか、賃金が安いところは全

然人が集まらなくて、工場を再開したけれども、

フル稼働できない。 

そして、福祉の分野もどんどん人が足りなく

なっている。ともかく人手不足なんです。この

人手不足の中で、移住者を呼ぶんですけれども、

移住する方は、自由なライフワークを求めてく

るので、水産加工であくせく働くとか、福祉を

やるとか、あまり望まないのです。自分で起業

して好きなことをやりたい。いまいっぱい来て

くれているんですけれども、残念ながら、その

辺が手当てできなくて……。 

非常に苦しいのは、実はこの 5年間の復興期

限が終わる、これからいろんな特例が終わるタ

イミングが来ます。固定資産税とか法人税とか、

いろんな特例があります。住宅ローンもそうで

す。そういう税の特例が来年、再来年あたりか

らなくなって、普通の負担に戻っていくのです。 

再開した事業所はものすごい立派な工場を

建ててしまったので、固定資産税が高いのです。

行政としては非常にありがたいのですね、税金

がいっぱい入ってくるので。一方で、払う側は

ものすごく大変です。人手は足りないし、販路

は失っているし、フル稼働もできないしという

ことで本当に大変です。それが来年、再来年あ

たりに出てきたときに、被災地で復興倒産とい

うのが本当に出てくるのではないか。それをど

のお金で手当てするのか、どういうふうにやる

のか。これは気仙沼だけではなくて、これだけ

のお金を、さっき気仙沼だけで 1兆円ぐらいの

公費を使って復興すると言ったのですが、それ

で倒産していいのですかということです。それ

を、われわれは本当に問いたいです。 

事業計画とか、全部を国がチェックして、そ

の工場を建てているので、そのままできない場

合に、国が、いわゆるお金を出すからどんどん

復興しろ、復興しろと旗を振ったわけです。そ

のわりには、最後に手を離したときに、本当に

それでいいんですか、という思いはあります。 

ただ、それを国に言うと、ほかの市町村も大

変ですよ、被災地だけじゃないですよね、とい

うわけです。そのバランスをどうみるか。それ

が、私には大きな課題です。けれども、そのジ

レンマが、間もなく、恐らく 2～3年のうちに、

大きな報道として出てくると思います。いわゆ

る住宅ローンが払えなくなるとか、固定資産税

を減免しろとか。そういう話が、さっきの公営

住宅で出てくる 200 億を本当に使っていいの

なら、そういうことにわれわれは使いたい。そ

れでいいんですか、ということも問いたい。 

そういうことも考えて、国のすごい頭のいい
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人がこういう問題まで考えて、実は制度をわざ

わざつくっているんじゃないか。本気でそう思

ったんですけれども、そのくらい、お金をどう

使うかということを、われわれは真剣に考えた

いのです。 

司会 私も震災報道にかかわっています。一

番重要で、実は私自身は全く答えがわからない。

復興という言葉でひとくくりにされているけ

れども、復興というのは何なのかということで

す。防潮堤ができました、盛り土もしました、

復興公営住宅もできました、まちは、形はきれ

いになっていきます。それが復興でないとは言

いませんが、それでも復興とは何なのかという

のがたぶん問われています。 

きょう、黒潮町長さんがおみえになりません

でしたが、将来の何らかの災害、日本はどこで

もあるわけですから、次の災害に向けて、東日

本大震災の経験を受けて、メッセージみたいな

ものがありますか、復興ということについて。 

 

「身の丈に合った復興」を 

 

今川 われわれの震災直後の合言葉が、ここ

にも書いてあるように、「震災前よりも良いま

ちにしよう」というものでした。すごい使命感

を背負って、亡くなった人たちの分もこのまち

を良くするんだ、震災前よりも良くするんだと

いうことを合言葉に一生懸命頑張ってきまし

た。 

もう一つ、「一日も早く」という言葉も何回

も使いました。一日も早く、一日も早く復興し

ようと。災害公営住宅も、盛り土も一日も早く

やろうといったら、ことごとくおくれてしまい

ました。それをやった挙げ句、どうなったかと

いうと、人はどんどん出ていってしまった。元

気な人ほど早く出ていくということもあった

りしたのです。最初のカラ元気が、だんだんエ

ネルギーというのは失われていくんですね。 

しかも、震災前より良くしようと思って頑張

った結果、なかなかお客さんが集まらないとか、

一生懸命すごいデザイナーを呼んできたんだ

けれども、実は予想どおりいかなかったという

ことがあって、理想と現実のところで苦しんで

います。 

この使命感というのは、われわれは仕方ない

のだと思います。生き残ったときに、本当にそ

う思いましたから。それを誰かがセーブするこ

とはできなかったと思います。が、もう少し冷

静に誰かが導いてくれていたら…とも思いま

す。結果的にいま、ものすごく疲労感だけしか

残っていないという……。 

よく言われるんです。仮設住宅を出て家を建

てたけれども、何か幸せじゃないな。震災前の

あの海辺の、知り合い同士で畑作業をして、海

の作業もして、あのころと比べて、高台の住宅

団地で、東京と同じような住宅団地に住むよう

な暮らしって、あまり幸せじゃないな、と。そ

ういうのが出てきたときに、「震災前よりも良

いまち」というのがすごくプレッシャーになっ

ています。いまもこの言葉はまだ使っているの

です。 

でも、身の丈に合った復興とか、個人個人の

幸せとか、無理をしないというか、そういうの

をやっていたらよかったのにと思うのです。 

けれども、実は燃え尽き症候群というのが、

この 2～3 年、被災地の中で出ています。支援

者も、被災者も同じです。燃え尽きてきてしま

っているんです。それはいいと思います。燃え

尽きた後に、もう一回頑張ろうと思えるような

波があっていいと思うのです。けれども、燃え

尽きたときに、使命感のあまり、まちを出てい

ってしまう人がいるんですね。プレッシャーに

耐えられなくなって出て行ってしまう。そうい

うのを寛容に受けとめられる雰囲気をみんな

でつくれたらいいなと思います。 

身の丈に合った復興で、ちょっといいことも

あったらいいのですが、メディアの皆さんでよ

くあるのが、例えば女川町と気仙沼市とを比べ

る。女川町はこんな立派に復興したのに、気仙

沼市は何でこんなふうになったんだみたいな

ことを悪い例として報道されるわけです。特に、

防潮堤問題でですね。まちの規模も違いますし、

女川は原発の財源を持っていますし、われわれ

は復興予算だけで頑張ってやっているのです
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けれども、それを比べられる。そのたびに、市

民も言うんですよ、「何で女川みたいにできな

いんだ」と。“隣の芝生が青くみえる”ような

状態がずっと続いていて……。 

でも、南三陸と陸前高田の人からは、「気仙

沼市はうらやましいよね」と言われます。南三

陸と陸前高田はものすごく人口減少していま

すから。そういうものをお互いに比べ合ってい

ても仕方がないと思います。よそと比べないで、

自分の身の丈に合った一歩一歩を進むという

復興をどうやったらできたか。これは、いまは

もう答えはわからないんですけれども、大きな

反省だったと思います。 

司会 そろそろ時間ですが、“身の丈に合っ

た復興”というのは――私、ことしの 4月、実

は去年水害があった岩泉に、ただ休みで、龍泉

洞がオープンしたというので行っただけなん

ですけれども、町長と話しまして、町長も「身

の丈に合った復興」という、ある意味、東北の

方の言葉かなという気もするんですけれども、

同じようなことをおっしゃっていました。それ

が何なのかというのは、本当に住民の方を中心

に、われわれも参加しながら考えていかなけれ

ばいけないのかなと思っております。 

では、きょうはどうもありがとうございまし

た。 

今川さんからは、「守れ いのち」という言

葉をゲストブックに記帳していただいており

ます。 

命がつながればということは、被災地では本

当によく聞きます。命さえつながっていれば、

たぶん歴史的には、津波は何度も何度も三陸に

来て、でも、滅んだ地区はないと思いますので、

それを教訓に、われわれも含めて頑張っていき

たいと思います。 

きょうはどうもありがとうございました。

（拍手） 

（文責・編集部） 


